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３
月
下
旬
か
ら
４
月
上
旬
に

か
け
、
菜
の
花
の
咲
く
時
期
に

降
り
続
く
寒
々
と
し
た
雨
の
こ

と
を
「
菜
種
梅
雨
」
と
い
う
。

菜
の
花
の
甘
い
香
り
が
漂
っ
て

き
そ
う
な
名
前
で
あ
る
。
菜
の

花
を
は
じ
め
様
々
な
花
を
催
す

と
い
う
意
味
で
、「
催
花
雨
」

と
い
う
別
名
も
あ
る
。
こ
れ
と

同
じ
発
音
の
「
菜
花
雨
」
か
ら

「
菜
種
梅
雨
」
に
な
っ
た
と
い

う
説
も
あ
る

春
か
ら
夏
に
か

け
て
は
、
植
物
に
と
っ
て
成
長

を
促
す
大
切
な
雨
が
降
る
こ
と

か
ら
、
こ
の
時
期
の
雨
に
は
植

物
の
名
前
が
付
い
て
い
る
も
の

が
多
い
。
５
月
初
旬
は
「
た
け

の
こ
梅
雨
」、
５
月
中
旬
か
ら

は
「
卯
の
花
た
く
し
」、
そ
し

て
梅
の
実
が
熟
す
頃
に
本
格
的

な
「
梅
雨
」
が
や
っ
て
く
る
。

な
ん
と
も
う
ま
い
具
合
に
春
か

ら
夏
へ
の
移
り
変
わ
り
を
表
わ

し
て
い
る

四
季
も
ま
た
、
雨

の
名
に
よ
り
う
か
が
い
知
る
こ

と
が
で
き
る
。
春
の
雨
は
「
桜

流
し
」、
夏
の
雨
は
「
翠
雨
」、

秋
の
雨
は
「
秋
霖
」、
冬
の
雨

は
「
氷
雨
」
と
呼
ば
れ
る
。
こ

の
よ
う
に
、
季
節
が
移
ろ
い
、

そ
れ
に
よ
り
雨
の
名
も
変
化
す

る
の
は
日
本
な
ら
で
は
だ
。
四

季
が
あ
る
こ
の
国
だ
か
ら
こ

そ
、
雨
も
風
情
あ
る
も
の
と
し

て
人
々
に
受
け
入
れ
ら
れ
た

新
入
生
の
み
な
さ
ん
を
季
節

感
の
込
も
っ
た
雨
で
表
す
な

ら
、
ま
さ
に
「
菜
種
梅
雨
」
で

あ
る
。
関
学
に
彩
り
を
も
た
ら

し
、
新
た
な
季
節
の
到
来
を
告

げ
る
象
徴
な
の
だ
。
新
入
生
の

み
な
さ
ん
が
、
思
い
思
い
に
充

実
し
た
大
学
生
活
を
送
れ
る
こ

と
を
願
っ
て
い
る
。
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本
学
大
学
院
教
授
で
も
あ
り
、

「NEW
S ZERO

」
の
キ
ャ
ス

タ
ー
と
し
て
も
お
馴
染
み
の
村
尾

信
尚
さ
ん
。
我
々
は
２
月
21
日
に

大
阪
梅
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ

た
梅
田
特
別
講
演
会
「
戦
後
70

年
：
日
本
の
課
題
」
に
潜
入
、
そ

し
て
講
演
会
後
、
講
師
と
し
て
登

壇
し
た
村
尾
さ
ん
へ
の
直
接
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
を
敢
行
し
、
話
を
聞
い

た
。
村
尾
さ
ん
は
一
橋
大
学
経
済

学
部
を
卒
業
後
、
大
蔵
省
に
入
り

公
務
員
と
し
て
活
躍
し
た
。
そ
の

後
、
２
０
０
２
年
よ
り
本
学
の
教

授
に
着
任
、
そ
し
て
２
０
０
６
年

よ
り
「NEW

S ZERO

」
の
メ

イ
ン
キ
ャ
ス
タ
ー
と
し
て
「
若
い

人
た
ち
が
見
る
ニ
ュ
ー
ス
番
組
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
日
々
、
報
道
と

い
う
仕
事
に
真
摯
に
向
き
合
っ

て
い
る
。
今
回
の
単
独
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
で
、
我
々
は
村
尾
さ
ん

が
今
の
若
者
や
自
身
の
仕
事
に

つ
い
て
の
思
い
を
聞
く
こ
と
が

出
来
た
。

　

村
尾
さ
ん
は
大
蔵
省
に
勤
務
し

て
い
た
こ
ろ
か
ら
「
日
本
、
社
会

を
良
く
し
た
い
」
と
い
う
熱
い
思

い
を
常
に
持
っ
て
い
た
の
だ
と
い

う
。
実
際
、
三
重
県
に
総
務
局
長

と
し
て
赴
任
し
た
際
に
は
、
徹
底

し
た
情
報
公
開
の
下
、
市
民
目
線

の
行
財
政
改
革
を
目
指
し
た
り
、

三
重
県
知
事
選
挙
に
出
馬
し
た
り

す
る
な
ど
の
ア
ク
シ
ョ
ン
も
行
っ

て
い
る
。
そ
の
後
、
長
年
持
ち
続

け
て
き
た
熱
い
思
い
に
共
鳴
し
た

関
係
者
と
の
出
会
い
に
よ
っ
て
、

テ
レ
ビ
出
演
、
そ
し
て
「NEW

S 
ZERO

」
の
メ
イ
ン
キ
ャ
ス
タ
ー

へ
の
抜
擢
が
実
現
し
た
そ
う
だ
。

村
尾
さ
ん
は
「
若
い
人
た
ち
が
番

組
を
見
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
、

影
響
力
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
と

感
じ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
様
々

な
情
報
を
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の

中
で
答
え
た
。

　

ま
た
、
村
尾
さ
ん
は
関
学
に
対

す
る
印
象
に
つ
い
て
「『Decent

（
上
品
、
ま
じ
め
）』
が
ふ
さ
わ
し

い
、
品
位
あ
る
大
学
で
あ
る
」
と

語
り
、
公
の
た
め
に
つ
く
す
と
い

う
本
学
の
精
神
「Mastery for 
Service

」
や
、
キ
リ
ス
ト
教
精

神
に
基
づ
く
人
間
の
徳
に
重
き
を

置
い
た
方
針
が
好
き
で
あ
る
と
も

話
し
た
。

　

そ
し
て
今
の
若
い
人
達
に
向
け

て
「
こ
れ
か
ら
も
平
和
な
国
と
し

て
歩
ん
で
い
く
中
で
、
排
他
的
主

義
に
陥
ら
ず
異
な
る
も
の
や
人
を

受
け
入
れ
て
い
く
こ
と
が
大
切
に

な
っ
て
く
る
」
と
話
し
た
。

　

ま
た
関
学
生
、
特
に
新
し
く
関

学
の
一
員
と
な
る
新
入
生
に
対
し

て
「
ま
ず
は
人
の
痛
み
を
分
か
る

人
間
に
な
っ
て
ほ
し
い
。
相
手
の

事
を
考
え
、
思
い
や
る
こ
と
の
出

来
る
想
像
力
・
や
さ
し
さ
を
大
学

生
活
で
身
に
付
け
て
ほ
し
い
」
と

語
っ
た
。
そ
し
て
「
関
学
と
い
う

違
う
環
境
で
成
長
す
る
と
共
に
、

海
外
に
も
飛
び
出
し
て
ほ
し
い
。

勉
強
も
大
切
だ
が
、
そ
れ
以
上
に

『
世
界
の
人
と
仲
良
く
す
る
心
の

受
け
皿
を
作
る
こ
と
』
も
大
切
で

あ
る
。
関
学
を
飛
び
出
し
て
さ
ら

に
自
分
自
身
の
可
能
性
を
広
げ
て

ほ
し
い
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ

た
。

今を生きる関学生に熱い言葉を贈る村尾さん

心
の
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け
皿
を
作
れ
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村
尾
信
尚
さ
ん
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

入学おめでとう 新入生への祝辞
関西学院院長　Ruth M. Grubel

　Welcome to Kwansei Gakuin University!  
I am very happy that you have become part 
of our Learning Community.  During your 
time as a student here, I hope that you will 
take advantage of the many opportunities 
we offer to learn and experience things 
that you will treasure for the rest of your 
life.  You will surely meet friends who 
will be important partners in your life, 
and you may discover the fields in which 
you want to study and work.  You may 
also experience the excitement of sports 
competitions, as well as performances by 
many different cultural groups.
　While you are here, I hope that you 
will be able to get to know people who 
have different experiences from you.  
People with different languages, religions, 
cultures, ages, abilities, and so on, make 
our community a rich and diverse place.  It 
is only by learning how to live positively 
with people who have diverse perspectives 
and experiences that we can become 
world citizens.  Just living with others 
is not enough.  Just meeting people from 
different cultures and orientations is not 
enough.
　 T h e  o b j e c t i v e  o f  a n “ i n c l u s i v e 
community,”which Kwansei Gakuin is seeking 
to create, is not just for different people to 
live peacefully together, but to ensure that 
there is mutual respect among the different 
members.  We want to create an environment 
that encourages each person to seek their own 
unique strengths, and develop them for the 
sake of a better society and world.
　It will be exciting to see what kinds of 
creativity and vision can be born at our 
university this year.  I pray that you will 
receive the respect and encouragement 
you need to pursue your dreams here, and 
that you will also give others the chance to 
reach for their life missions.

学長　村田　治
　新入生の皆さん、関西学院大学へのご入学おめでとうございます。教職員、
在学生を代表して心から歓迎いたします。
　冷戦の終結やICT技術の発達などによって、世界が小さくなりグローバル化
が急速に進んでいます。新入生の皆さんが社会に出て働く頃には、ほとんどの
人が仕事の上で海外とのやり取りを行うようになるでしょう。そのためにも、
英語の運用能力を高めるこことは勿論のこと、大学時代に一度は海外に出て行ってほしいと思います。
　関西学院大学は、文部科学省のスーパーグローバル大学創成支援（SGU）事業に採択されました。その構想
名は「国際性豊かな学術交流の母港『グローバル・アカデミック・ポート』の構築」というものです。その基
本にあるのが、入学した学部での学びの他に、①海外留学等のインターナショナルプログラム、②他分野を学
ぶ副専攻プログラム、③実践的な学びであるハンズオン・ラーニング・プログラムのいずれかに挑戦するダブ
ルチャレンジ制度です。二つのことに同時に挑戦することによって、主体性が身につき、世界の多様な文化や
思考への認識も深まります。何よりも、未知へのチャレンジ精神が培われることでしょう。これから世界が必
要としている能力・資質が養われることは間違いないと考えます。
　第４代院長C. J. L ベーツ先生は、関西学院の建学の精神を“Mastery for Service”（奉仕のための練達）と
いうスクール・モットーとして表現しました。自分の利益のためにだけではなく、世界人類のために自分を
鍛えよと訴えられたのです。皆さんは、関西学院大学での学びにおいて、スクール・モットー“Mastery for 
Service”の意味を考えてほしいと思います。
　自分自身にチャレンジし自己を鍛え、世界に羽ばたいて世界人類の幸福に貢献するという「高い志」を持っ
てほしいと心から願います。

図書館長　奥野　卓司
　ご入学おめでとうございます。皆さんは、これまでの高校や入試の勉強で、最初から正答を与えられてそれを
記憶するということが多かったと思います。しかし、大学に入り、これからは自らの将来や社会の課題を発見し、
それを読み解く方法を考え、自分で追究していく立場になりました。あるいは、同じ課題をもった仲間とともに、
資料を探し、意見を交わしながら、問題追及し、実際の社会に生かすことも必要です。
　これをアクティブ・ラーニングと呼び、関西学院大学では、各学部で様々な機会が提供されています。そして、
すべての学部の学生さんに、学部の枠を超えて融合し、アクティブ・ラーニングの核となるのが大学図書館です。
　図書館には、皆さんのそれぞれの探究課題に参考になる本、研究の資料とすべき本を高校とは比べものになら
ないほど多数そろえています。さらにDVDで映像資料を観ることも、世界の美しい画集に感動することもできます。
　このことは、図書館に実際に来て館内を歩かれると、もっともよく実感されると思います。しかし、今すぐ、あ
なたがもっているスマホやタブレットで関学図書館のホームページを検索してもらってもそれがわかるでしょう。
　パソコン、スマホからは、図書館の本や雑誌を探すだけでなく、世界中の専門雑誌や、新聞などのデータベース、
関学図書館だけが所蔵している世界的に貴重な史料、日本の近世の読物、関学の先生や大学院生たちの論文も閲
覧できます。関西学院大学図書館は書籍、雑誌の電子化に積極的に対応しています。
　また、これから留学しようとする学生さんには、現地のガイドブックだけでなく、海外に行ったとき必ず尋ね
られる日本に関する知識、伝統文化から、マンガ、アニメに関してまで、英語で説明できる本を、グローバルコー
ナーに取り揃えています。
　分からないことは図書館にきて館員にきけば親切に教えてもらえます。どうか大学図書館を皆さんの学習、就
活、留学、趣味に、積極的に利用してください。
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去年雨の中行われたゲリラライブの様子

〜
三
田
か
ら
世
界
へ
〜

理
工
学
部 

新
学
科
設
置

　

本
学
理
工
学
部
に
今
年
度
か
ら

「
先
進
エ
ネ
ル
ギ
ー
ナ
ノ
工
学
科
」

「
環
境
・
応
用
化
学
科
」「
生
命
医

化
学
科
」
の
３
学
科
が
新
た
に
設

置
さ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
理
工
学

部
は
９
学
科
の
体
制
と
な
り
、
さ

ら
な
る
学
び
の
充
実
が
図
ら
れ
る

こ
と
に
な
る
。
今
回
、
こ
れ
ら
の

新
学
科
設
置
に
つ
い
て
三
田
キ
ャ

ン
パ
ス
事
務
室
理
工
学
部
担
当
の

職
員
の
方
に
話
を
聞
い
た
。

　

ま
ず
、
新
学
科
設
置
の
背
景
に

つ
い
て
「
１
９
６
０
年
の
理
学
部

（
当
時
）
設
立
時
に
は
自
然
原
理

や
自
然
現
象
に
つ
い
て
の
基
礎
研

究
が
中
心
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後

本
学
の
理
念
で
あ
る
『Mastery 

for Service

』を
実
現
す
る
べ
く
、

よ
り
直
接
的
に
社
会
に
貢
献
し
て

い
く
工
学
分
野
の
必
要
性
が
高

ま
っ
た
。
社
会
か
ら
の
要
請
も
相

ま
っ
て
工
学
要
素
の
強
い
研
究
を

行
う
学
科
を
拡
充
し
て
お
り
、
今

回
も
そ
の
一
環
で
あ
る
」
と
話
し

た
。

　

で
は
、
今
回
新
設
さ
れ
た
３
学

科
は
ど
の
よ
う
な
学
科
な
の
だ
ろ

う
か
？
武
田
さ
ん
は
「
グ
リ
ー
ン

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
環
境
に
配
慮

し
、持
続
可
能
な
発
展
を
目
指
す
）

と
ラ
イ
フ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
健

康
長
寿
社
会
の
実
現
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ
向

上
）
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
喫
緊
の
課

題
に
挑
戦
す
る
学
科
で
あ
る
」
と

ま
と
め
た
。
例
え
ば
先
進
エ
ネ
ル

ギ
ー
ナ
ノ
工
学
科
で
は
ク
リ
ー

ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
「
作
る
」「
蓄

え
る
」「
運
ぶ
」「
使
う
」
と
い
う

一
連
の
流
れ
を
す
べ
て
研
究
対
象

と
し
、
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発

の
先
端
を
行
く
こ
と
を
目
指
し
て

い
る
。
ま
た
、
環
境
・
応
用
化
学

科
で
は
環
境
に
配
慮
し
た
未
来
の

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
開
発
研
究
を
行

い
、
生
命
医
化
学
科
で
は
ｉ
Ｐ
Ｓ

細
胞
に
代
表
さ
れ
る
再
生
医
療
研

究
や
、
が
ん
の
発
生
の
仕
組
み
な

ど
を
研
究
す
る
そ
う
だ
。
い
ず
れ

の
学
科
も
選
り
す
ぐ
り
の
教
員
を

揃
え
、
研
究
活
動
を
実
り
あ
る
も

の
に
し
て
い
く
体
制
を
作
り
上
げ

て
い
る
。

　

ま
た
、
受
験
生
の
関
心
も
高
く

な
っ
て
い
る
そ
う
だ
。
説
明
会
な

ど
で
学
科
の
先
生
た
ち
の
話
を
聞

い
て
受
験
生
の
目
が
輝
く
場
面
も

多
く
あ
っ
た
と
い
う
。

　

最
後
に
「
関
学
は
文
系
の
学
生

さ
ん
が
圧
倒
的
に
多
く
、
理
工
学

部
は
遠
い
存
在
に
思
え
る
か
も
し

れ
な
い
が
、
理
工
学
部
が
日
本

の
、
そ
し
て
世
界
の
未
来
を
作
り

出
す
拠
点
と
な
る
事
を
知
っ
て
ほ

し
い
」
と
話
し
た
。

　

新
学
科
設
置
に
よ
っ
て
新
た
な

一
歩
を
踏
み
出
し
た
理
工
学
部
の

「
未
来
を
作
り
出
す
」
と
い
う
挑

戦
は
こ
れ
か
ら
も
続
く
。

　

本
学
で
は
、
５
月
11
日
か
ら

一
週
間
、
今
年
で
三
度
目
の
レ
イ

ン
ボ
ー
ウ
ィ
ー
ク
が
開
催
さ
れ

る
。
レ
イ
ン
ボ
ー
ウ
ィ
ー
ク
と
は

本
学
に
関
わ
る
全
て
の
人
に
Ｌ
Ｇ

Ｂ
Ｔ
（
レ
ズ
ビ
ア
ン
、
ゲ
イ
、
バ

イ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
、
ト
ラ
ン
ス

ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
い
っ
た
性
的
マ
イ

ノ
リ
テ
ィ
の
総
称
）
に
つ
い
て
考

え
て
も
ら
う
イ
ベ
ン
ト
だ
。
期
間

中
は
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
に
関
す
る
講
演

会
や
映
画
上
映
、
教
職
員
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
の
展
示
、
全
員
参
加

型
の
音
楽
ラ
イ
ブ
な
ど
を
催
す
予

定
だ
。

　

第
一
回
か
ら
イ
ベ
ン
ト
に
関

わ
っ
て
い
る
本
学
人
権
教
育
研
究

室
職
員
の
北
山
雅
博
さ
ん
は
「
今

ま
で
の
価
値
観
を
疑
っ
た
り
、
新

た
な
視
点
を
学
ん
だ
り
す
る
の
が

大
学
だ
と
思
う
。
社
会
に
出
れ
ば

様
々
な
人
々
と
出
会
う
。
大
学
で

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と

は
、『
あ
の
人
は
あ
の
人
』
と
排

除
す
る
の
で
は
な
く
、
多
様
性
を

受
け
入
れ
理
解
す
る
知
識
を
養
う

こ
と
に
つ
な
が
る
。『
分
か
ら
な

い
』『
知
ら
な
い
』
と
決
め
付
け

る
の
で
は
な
く
、
こ
の
レ
イ
ン

ボ
ー
ウ
ィ
ー
ク
に
可
能
な
限
り
参

加
し
、
色
ん
な
人
が
共
存
し
て
い

る
こ
と
を
実
感
し
て
ほ
し
い
。
傍

観
す
る
の
で
は
な
く
、
自
ら
が
参

加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
理
解
や
親

し
み
、
絆
が
生
ま
れ
る
は
ず
だ
」

と
語
っ
た
。

　

期
間
中
は
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
象
徴
で
あ
る
、
多
様
性
を

表
す
レ
イ
ン
ボ
ー
フ
ラ
ッ
グ
が
学

内
に
掲
げ
ら
れ
る
予
定
だ
。ま
た
、

レ
イ
ン
ボ
ー
シ
ー
ル
の
配
布
も
行

う
。
こ
れ
に
つ
い
て
北
山
さ
ん

は
「
偏
見
や
差
別
は
『
知
ら
な
い

こ
と
』
か
ら
始
ま
る
と
思
う
。
レ

イ
ン
ボ
ー
の
本
当
の
意
味
を
理
解

し
、
関
学
生
全
員
が
レ
イ
ン
ボ
ー

の
表
す
意
味
に
つ
い
て
説
明
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
。
レ
イ

ン
ボ
ー
ウ
ィ
ー
ク
が
終
わ
っ
て

も
、
シ
ー
ル
を
身
に
付
け
目
に
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
当
事
者
や
支
援

者
の
輪
が
広
が
り
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
に

つ
い
て
考
え
続
け
て
い
く
き
っ
か

け
に
な
れ
ば
嬉
し
い
」と
話
し
た
。

ま
た
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
当
事
者
の
学
生

に
対
し
「
関
学
で
は
、
教
員
に
向

け
た
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
に
つ
い
て
の
研
修

会
を
行
っ
て
お
り
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
に

つ
い
て
理
解
の
あ
る
人
間
が
確
実

に
増
え
て
き
て
い
る
。
我
々
が
誰

に
と
っ
て
も
『
生
き
や
す
い
』
関

学
に
な
る
よ
う
に
努
力
を
し
て
い

る
こ
と
を
知
っ
て
ほ
し
い
」
と
訴

え
た
。

　

１
９
９
０
年
５
月
17
日
は
Ｗ
Ｈ

Ｏ
（
世
界
保
健
機
関
）
の
作
る
精

神
疾
患
の
リ
ス
ト
か
ら
同
性
愛
の

項
目
が
外
さ
れ
た
日
、
つ
ま
り
同

性
愛
は
病
気
で
は
な
い
と
認
め
ら

れ
た
日
で
あ
る
。
レ
イ
ン
ボ
ー

ウ
ィ
ー
ク
は
こ
の
日
に
合
わ
せ
て

開
催
さ
れ
る
。
初
夏
の
青
空
に
旗

め
く
虹
色
を
見
て
、
あ
な
た
は
何

を
思
う
だ
ろ
う
か
。

見事なハーモニーで魅せた

交響楽団第124回定期演奏会

　

２
月
17
日
、
兵
庫
県
立
芸
術
文

化
ホ
ー
ル
に
て
関
西
学
院
交
響
楽

団
に
よ
る
第
１
２
４
回
定
期
演
奏

会
が
行
わ
れ
た
。
今
回
の
演
奏
会

は
、
４
回
生
に
と
っ
て
引
退
と
な

る
演
奏
会
で
あ
る
。
当
日
は
会
場

に
１
２
０
４
人
も
の
観
客
が
詰
め

寄
っ
た
。
始
め
に
本
学
の
創
立

１
２
５
周
年
を
記
念
し
て
、
校
歌

「
空
の
翼
」
が
力
強
く
演
奏
さ
れ
、

会
場
を
沸
か
せ
た
。

　

ク
ラ
シ
ッ
ク
に
入
っ
て
一
曲
目

は
、
バ
レ
エ
組
曲
「
コ
ッ
ペ
リ

ア
」
よ
り
前
奏
と
マ
ズ
ル
カ
だ
。

ワ
ル
ツ
調
の
可
愛
ら
し
い
音
楽
の

中
、
ホ
ル
ン
の
美
し
い
音
色
が
メ

ロ
デ
ィ
ー
を
奏
で
、
観
客
を
喜
劇

コ
ッ
ペ
リ
ア
の
世
界
へ
と
引
き
込

ん
だ
。

　

二
曲
目
で
は
、
ハ
イ
ド
ン
の
主

題
に
よ
る
変
奏
曲
Op. 

56ａ
が
演
奏

さ
れ
た
。
こ
の
曲
に
は
い
く
つ
も

の
変
奏
曲
が
組
み
合
わ
さ
っ
て
お

り
、
楽
器
が
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
味

を
生
か
し
て
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
豊

か
な
演
奏
が
披
露
さ
れ
、
そ
し
て

最
後
は
力
強
く
全
パ
ー
ト
の
和
音

で
終
え
た
。

　

最
後
の
曲
は
、
交
響
曲
第
５
番

ホ
短
調
Op. 

64
だ
。
曲
中
で
は
弦

楽
器
と
管
楽
器
が
見
事
に
掛
け
合

い
な
が
ら
、
主
題
が
繰
り
返
さ
れ

た
。
暗
く
荘
厳
な
メ
ロ
デ
ィ
ー
か

と
思
い
き
や
、
終
盤
は
爽
快
な
テ

ン
ポ
で
一
気
に
駆
け
抜
け
、
ト
ラ

ン
ペ
ッ
ト
、
オ
ー
ボ
エ
、
ホ
ル
ン

が
豪
快
で
華
々
し
い
フ
ィ
ナ
ー
レ

を
飾
っ
た
。
演
奏
が
終
わ
る
と
、

客
席
は
拍
手
の
嵐
に
包
ま
れ
大
き

な
歓
声
が
上
が
っ
た
。

　

部
長
の
三
井
剛
介
さ
ん
（
文
・

Ｏ
Ｂ　

15
年
卒
）
は
、
今
回
の
定

期
演
奏
会
を
振
り
返
っ
て
「
平
日

だ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
た
く
さ

ん
の
お
客
さ
ん
が
来
て
下
さ
り
、

団
員
も
一
致
団
結
し
て
心
の
こ

も
っ
た
演
奏
を
届
け
ら
れ
た
の
で

良
か
っ
た
。
今
回
自
分
が
特
に
思

い
入
れ
の
あ
る
曲
は
、
交
響
曲
第

５
番
。
と
て
も
難
し
い
曲
だ
っ
た

が
、＂
苦
悩
か
ら
歓
喜
へ
＂
と
い

う
こ
の
曲
の
テ
ー
マ
は
、
卒
団
す

る
自
分
た
ち
の
思
い
に
ぴ
っ
た
り

だ
っ
た
」
と
語
っ
た
。
ま
た
、
後

輩
に
向
け
て「
部
長
と
し
て
、色
々

と
迷
惑
を
か
け
た
こ
と
も
あ
っ
た

が
、
１
年
間
つ
い
て
き
て
く
れ
て

感
謝
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
頑

張
っ
て
欲
し
い
」
と
応
援
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
投
げ
か
け
た
。

　

４
回
生
に
と
っ
て
最
後
の
演
奏

会
と
な
っ
た
一
夜
は
、
大
盛
況
で

幕
を
閉
じ
た
。

迫力あるオーケストラ演奏

関
学
に
眠
る

貴
重
な
資
料
を
公
開
！

大
学
博
物
館

　

２
月
23
日
か
ら
５
月
９
日
に
か

け
て
時
計
台
２
階
展
示
室
２
に

お
い
て
、
平
常
展
「Gift for the 

Future 

関
西
学
院
の
あ
ゆ
み

︱
学
院
創
立
に
か
け
た
情
熱
︱
」

が
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　

今
回
の
展
示
で
は
テ
ー
マ
を

「
学
院
創
立
に
か
け
た
情
熱
」
と

設
定
し
、
学
院
草
創
期
の
25
年
に

焦
点
を
当
て
て
い
る
。
関
西
学
院

の
創
立
者
で
あ
る
Ｗ.

Ｒ.

ラ
ン
バ

ス
を
は
じ
め
と
し
て
、
第
１
︱
４

代
院
長
の
４
人
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が

紹
介
さ
れ
て
い
る
。
本
学
の
歴
史

に
つ
い
て
知
り
た
い
人
は
、
ぜ
ひ

訪
れ
て
ほ
し
い
。

　

ま
た
同
期
間
中
の
時
計
台
２
階

展
示
室
３
で
は
、
特
集
陳
列
「
時

計
台
を
描
く
」
が
開
催
さ
れ
て
お

り
、吉
原
治
良
、児
玉
幸
雄
と
い
っ

た
美
術
家
の
残
し
た
時
計
台
の
絵

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
ち
ら

も
必
見
だ
。

　

平
常
展
、
特
集
陳
列
が
終
了
す

る
と
、
次
は
企
画
展
「
愛
新
覚
羅

の
人
々 

︱
相
衣
為
命
︱
」
が
開

催
さ
れ
る
。
期
間
は
５
月
18
日
か

ら
７
月
18
日
で
、
場
所
は
時
計
台

２
階
展
示
室
２
・
３
で
あ
る
。

　

企
画
展
に
つ
い
て
、
大
学
博
物

館
の
博
物
館
学
芸
員
特
別
講
師
の

髙
木
香
奈
子
先
生
と
学
芸
ア
シ
ス

タ
ン
ト
の
木
場
貴
俊
先
生
に
お
話

を
聞
い
た
。
企
画
展
で
は
、
愛
新

覚
羅
溥
傑
・
浩
夫
妻
お
よ
び
子
の

慧
生
・
嫮
生
両
氏
に
関
す
る
書

画
や
写
真
、
手
紙
と
い
っ
た
約

１
０
０
０
点
の
資
料
の
一
部
が
公

開
さ
れ
る
予
定
だ
。
髙
木
先
生
に

よ
る
と
「
西
宮
に
お
住
い
の
嫮
生

氏
を
あ
る
方
に
紹
介
し
て
も
ら
っ

た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
大
学
に

嫮
生
氏
の
所
有
す
る
資
料
を
寄
贈

し
て
い
た
だ
い
た
」
と
企
画
展
が

開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
経
緯

を
話
し
た
。
ま
た
木
場
先
生
に
よ

る
と
「
こ
の
企
画
展
で
は
、
彼
ら

が
過
ご
し
た
激
動
の
昭
和
史
や
日

本
と
中
国
が
如
何
に
し
て
交
流
す

る
よ
う
に
な
っ
た
か
が
分
か
る
だ

ろ
う
」
と
話
し
た
。

　

企
画
展
で
展
示
さ
れ
る
資
料
は

ど
れ
も
貴
重
な
も
の
ば
か
り
だ
。

平
常
展
、
特
集
陳
列
同
様
入
場
は

無
料
な
の
で
、
こ
の
機
会
に
こ
ち

ら
の
展
示
に
も
足
を
運
ぶ
こ
と
を

お
す
す
め
す
る
。

Gift for the Future

愛新覚羅の人々

関学レインボーウィーク開催
～多様性に理解を～
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『イスラム国 恐怖の洗脳技術』『イスラム国 恐怖の洗脳技術』
日 進 月 歩日 進 月 歩論説

　

前
号
か
ら
本
学
の
ス
ー
パ
ー
グ

ロ
ー
バ
ル
大
学
事
業
に
つ
い
て
シ

リ
ー
ズ
で
お
伝
え
し
て
い
る
「
追

跡
‼
Ｓ
Ｇ
Ｕ
」。
今
回
か
ら
は
具

体
的
な
５
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
（
表

参
照
）
に
つ
い
て
一
つ
一
つ
「
追

跡
」
し
て
い
く
。
今
回
は
今
年
度

か
ら
新
た
に
始
動
す
る
「
ダ
ブ
ル

チ
ャ
レ
ン
ジ
」
制
度
を
取
り
上
げ

る
。

　

ダ
ブ
ル
チ
ャ
レ
ン
ジ
制
度
と
は

従
来
の
学
部
で
の
学
び
（
ホ
ー
ム

チ
ャ
レ
ン
ジ
）
と
は
別
に
留
学
や

他
分
野
の
学
習
、
学
外
で
の
実
践

活
動
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
ア

ウ
ェ
イ
チ
ャ
レ
ン
ジ
）
の
中
か
ら

一
つ
を
選
ん
で
単
位
を
取
得
し
て

卒
業
す
る
と
い
う
制
度
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
「
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
」「
副
専
攻
プ

ロ
グ
ラ
ム
」「
ハ
ン
ズ
オ
ン
・
ラ
ー

ニ
ン
グ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
３
つ

か
ら
な
る
。
こ
の
う
ち
１
つ
目
の

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
「
母
国
を
出
て
、
世
界
を
知

る
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
協
定
校
へ

の
長
期
・
中
期
・
短
期
の
留
学
や
、

国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
に
挑
戦
す

る
。

　

２
つ
目
の
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
、
自
分
の
所
属
し
て
い
る
学
部

を
飛
び
出
し
、
他
分
野
を
学
ぶ
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
、
例
え
ば
経
済
学
部

の
学
生
が
法
学
部
の
分
野
を
学
ぶ

も
の
で
、
現
在
も
複
数
分
野
専
攻

制
が
あ
る
。
こ
れ
を
通
し
て
、
複

眼
的
な
視
野
を
身
に
付
け
、
自
分

の
専
門
分
野
を
相
対
的
な
視
野
を

持
っ
て
見
つ
め
な
お
す
こ
と
も
可

能
に
な
る
。

　

そ
し
て
３
つ
目
の
ハ
ン
ズ
オ

ン
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
・
プ
ロ
グ
ラ

ム
（
実
践
型
学
習
）
は
「
学
校
を

出
て
、
実
社
会
を
経
験
す
る
」
を

コ
ン
セ
プ
ト
に
、
従
来
学
生
が
教

授
の
講
義
を
受
動
的
に
受
け
る
だ

け
の
ス
タ
イ
ル
か
ら
、
サ
ー
ビ
ス

ラ
ー
ニ
ン
グ
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

事
後
教
育
を
結
合
さ
せ
た
授
業
）

や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
、
Ｐ
Ｂ
Ｌ

（
問
題
解
決
型
授
業
）
と
い
っ
た

ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
（
能
動

的
学
習
）
を
展
開
し
、
多
様
な
学

び
方
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
標
と

す
る
。

　

こ
の
３
つ
の
施
策
、
実
は
日
本

の
大
学
教
育
が
抱
え
る
課
題
を
も

表
し
て
い
る
。
現
代
社
会
で
グ

ロ
ー
バ
ル
化
が
叫
ば
れ
、
学
生
の

海
外
留
学
が
促
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
加
え
、
日
本
は
諸
外
国
と
比
べ

１
、２
回
生
の
う
ち
か
ら
専
門
性

の
高
い
授
業
に
接
す
る
機
会
が
多

く
、
視
野
が
狭
く
な
り
が
ち
に
な

る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
知

識
を
伝
え
る
場
」
か
ら
「
そ
の
知

識
を
活
用
す
る
能
力
を
身
に
付
け

る
場
」
に
大
学
教
育
全
体
の
流
れ

が
シ
フ
ト
し
つ
つ
あ
る
こ
と
も
今

回
の
ダ
ブ
ル
チ
ャ
レ
ン
ジ
制
度
の

骨
格
形
成
に
大
き
く
影
響
し
て
い

る
。

　

で
は
、
こ
の
制
度
に
よ
っ
て
関

学
生
は
ど
の
よ
う
に
成
長
す
る
こ

と
が
出
来
る
の
だ
ろ
う
か
？
こ
の

制
度
の
狙
い
は
「
主
体
性
」「
タ

フ
ネ
ス
」
そ
し
て
「
多
様
性
の
理

解
」
を
深
め
る
こ
と
な
の
だ
と
い

う
。
初
め
の
２
つ
は
、
企
業
が
求

め
る
人
材
に
必
要
な
要
素
と
し
て

身
に
付
け
て
ほ
し
い
も
の
と
し
て

常
に
挙
げ
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、

主
体
的
に
行
動
し
、
精
神
的
に
も

肉
体
的
に
も
強
く
あ
る
こ
と
を
指

す
。
そ
し
て
３
つ
目
の
多
様
性
の

理
解
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
な

り
つ
つ
あ
る
現
代
に
お
い
て
、
民

族
や
文
化
の
違
う
人
と
共
に
仕
事

を
し
て
い
く
中
で
必
要
な
要
素
と

な
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ

れ
ら
の
制
度
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
異
な
る
人
や
モ
ノ

と
出
会
い
、
そ
れ
ま
で
の
自
分
と

は
違
っ
た
「
新
し
い
可
能
性
を
持

つ
自
分
」
に
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と

を
こ
の
制
度
は
含
ん
で
い
る
と
い

う
事
な
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
大
学
と
し
て
は
学
生
た

ち
に
多
様
な
経
験
を
積
ん
で
ほ
し

い
と
い
う
願
い
も
あ
る
。
失
敗
を

恐
れ
ず
に
様
々
な
こ
と
に
挑
戦
し

て
ほ
し
い
と
い
う
、
い
わ
ば
「
背

中
を
押
す
」
役
割
を
本
学
は
こ
の

制
度
を
通
し
て
今
後
目
指
し
て
い

く
の
だ
と
い
う
。

　

ま
だ
不
透
明
な
部
分
も
多
い
こ

の
施
策
で
あ
る
が
、
今
後
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
展
開
し
て
い
く
中
で
新

た
な
形
の
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
が

生
ま
れ
て
い
く
こ
と
は
間
違
い
な

い
。
ま
た
、
今
年
度
か
ら
は
あ
く

ま
で
も
「
推
奨
」
と
い
う
形
で
ス

タ
ー
ト
す
る
が
、
最
終
的
に
は
平

成
31
年
度
（
２
０
１
９
年
度
）
入

学
生
よ
り
全
学
生
必
修
と
し
、
平

成
34
年
度
（
２
０
２
２
年
度
）
末

の
段
階
で
１
学
年
の
入
学
定
員

５
７
０
０
名
が
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
修
了
し
て
卒
業
す
る
こ
と
を
目

標
と
し
て
い
る
。

　

多
様
性
を
持
ち
、
ど
ん
な
逆
境

に
も
負
け
な
い
力
を
持
つ
関
学
生

が
世
界
に
羽
ば
た
い
て
活
躍
す
る

日
は
そ
う
遠
い
未
来
の
出
来
事
で

は
な
い
。

　

今
年
１
月
、
イ
ス
ラ
ム
国

（
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｌ
）
に
よ
る
日
本
人
２

名
の
拘
束
事
件
が
起
こ
っ
た
。
人

質
の
解
放
を
求
め
、
政
府
は
１
ヶ

月
に
及
び
イ
ス
ラ
ム
国
と
の
交
渉

を
続
け
た
。
し
か
し
最
後
に
は
人

質
２
名
共
が
殺
害
さ
れ
る
と
い
う

非
常
に
痛
ま
し
い
結
末
を
迎
え

た
。
ま
た
、
遺
憾
に
も
拘
束
さ
れ

た
人
質
１
名
を
実
際
に
殺
害
す
る

際
の
動
画
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

に
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
さ
れ
、
大
衆
の

目
に
さ
ら
し
た
こ
と
も
記
憶
に
新

し
い
。
今
回
は
動
画
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

駆
使
し
て
人
の
心
を
操
る
、
イ
ス

ラ
ム
国
の
情
報
戦
略
に
つ
い
て
記

載
す
る
。

　

イ
ス
ラ
ム
国
は
、
イ
ラ
ク
の
テ

ロ
組
織
「
ア
ル
カ
イ
ダ
」
を
母
体

と
す
る
テ
ロ
組
織
で
あ
る
。
イ
ス

ラ
ム
圏
の
統
一
と
イ
ス
ラ
ム
法
に

則
っ
た
国
家
の
設
立
を
目
的
と

し
、
自
分
た
ち
を
シ
リ
ア
の
都
市

ラ
ッ
カ
を
首
都
と
し
た
正
式
な
国

家
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。

　

イ
ス
ラ
ム
国
の
広
報
技
術
は
こ

れ
ま
で
の
国
際
テ
ロ
組
織
の
中
で

も
群
を
抜
い
て
高
い
。「
ダ
ビ
ー

ク
」
と
い
う
ウ
ェ
ブ
マ
ガ
ジ
ン
を

主
な
媒
体
と
し
、
教
典
コ
ー
ラ
ン

の
内
容
や
メ
ン
バ
ー
の
勧
誘
情
報

を
世
界
中
に
発
信
し
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
イ
ス
ラ
ム
テ
ロ
組
織
は
情

報
発
信
の
際
ア
ラ
ビ
ア
語
を
用
い

る
こ
と
が
多
く
、
ア
ラ
ビ
ア
語
圏

以
外
の
教
徒
に
ま
で
情
報
が
届
き

に
く
か
っ
た
。
し
か
し
、
イ
ス
ラ

ム
国
は
英
語
や
フ
ラ
ン
ス
語
、
ド

イ
ツ
語
な
ど
複
数
の
言
語
を
巧
み

に
駆
使
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ

ま
で
情
報
が
行
き
届
い
て
い
な

か
っ
た
欧
米
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
圏
の

２
世
、
３
世
イ
ス
ラ
ム
教
徒
（
祖

先
が
中
東
か
ら
の
移
民
で
あ
り
、

本
人
た
ち
は
移
民
先
の
国
生
ま

れ
）
に
情
報
を
伝
達
し
た
。
結
果

的
に
、
こ
れ
ま
で
テ
ロ
に
加
わ
る

人
が
少
な
か
っ
た
国
か
ら
も
人
が

集
ま
る
こ
と
に
な
り
、
イ
ス
ラ
ム

国
は
今
日
最
大
の
テ
ロ
組
織
へ
と

成
長
し
た
。
諸
外
国
は
、
こ
の
イ

ス
ラ
ム
国
の
台
頭
を
予
期
す
る
こ

と
が
で
き
ず
突
如
と
し
て
現
れ
た

イ
ス
ラ
ム
国
に
対
し
、
非
常
に
手

を
焼
か
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
い
っ
た
情
報
に
よ
る
人
々

の
扇
動
は
日
本
人
に
も
関
係
の
な

い
話
で
は
な
い
。
先
日
起
こ
っ
た

日
本
人
拘
束
事
件
で
は
、
人
質
が

殺
害
さ
れ
る
動
画
がYouTube

に

ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
さ
れ
た
。
こ
れ
ら

の
動
画
は
即
刻
削
除
さ
れ
た
が
、

一
部
の
人
が
動
画
を
保
存
し
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
放
出
し
た
。

主
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
し
て
大
衆
の
目

に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の

だ
。
こ
れ
ら
の
動
画
に
は
残
虐
行

為
を
あ
る
種
、
身
近
な
も
の
に
感

じ
さ
せ
る
た
め
の
工
夫
が
施
さ
れ

て
い
る
。

　

例
え
ば
、
イ
ス
ラ
ム
国
が
人
質

を
殺
害
す
る
た
め
の
方
法
は
主
に

首
の
切
断
だ
。
し
か
し
、
動
画
で

は
殺
害
を
実
行
す
る
際
、
切
断
の

瞬
間
が
意
図
的
カ
ッ
ト
さ
れ
て
お

り
、
人
質
殺
害
の
刹
那
の
瞬
間
が

映
さ
れ
な
い
。
動
画
を
見
た
人
々

は
イ
ス
ラ
ム
国
の
残
虐
性
に
恐
怖

を
感
じ
つ
つ
も
、
ど
こ
か
で
そ
れ

を
演
出
で
あ
る
か
の
よ
う
に
錯
覚

す
る
。
人
々
の
残
虐
行
為
に
対
す

る
心
理
的
ハ
ー
ド
ル
は
下
が
っ
て

し
ま
い
、イ
ス
ラ
ム
国
の
行
為
に
、

恐
怖
と
は
別
の
、
あ
る
種
の
関
心

を
寄
せ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
実

際
欧
米
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
多

く
の
若
者
が
こ
れ
ら
の
動
画
を
目

に
し
、
イ
ス
ラ
ム
国
に
関
心
を

持
っ
た
り
、
中
に
は
触
発
さ
れ
て

加
入
し
た
り
す
る
者
も
現
れ
た
。

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

通
し
て
気
軽
に
動
画
や
情
報
を
目

に
す
る
日
本
人
に
も
、
欧
米
同
様

イ
ス
ラ
ム
国
の
魔
の
手
が
迫
っ
て

い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

そ
う
い
っ
た
動
画
を
見
か
け
た

と
き
思
い
出
し
て
ほ
し
い
の
は
、

殺
さ
れ
た
人
質
の
こ
と
だ
。
彼
ら

は
命
を
賭
し
て
イ
ス
ラ
ム
国
へ
の

潜
入
を
図
っ
た
。
そ
れ
は
中
東
で

起
こ
っ
て
い
る
真
実
を
伝
え
、
少

し
で
も
こ
の
現
状
を
改
善
し
よ
う

と
す
る
、
と
て
つ
も
な
く
勇
気
あ

る
行
動
で
あ
る
。
そ
ん
な
彼
ら
の

死
を
、
ネ
ッ
ト
上
の
動
画
は
ま
る

で
さ
も
見
せ
物
の
よ
う
に
軽
ん
じ

て
映
し
出
し
て
い
る
。

　

こ
の
動
画
が
人
の
死
を
冒
涜
し

て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

い
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
動
画
を
面

白
半
分
で
覗
く
こ
と
も
同
罪
で
あ

ろ
う
。
自
ら
の
死
の
瞬
間
を
、
都

合
の
い
い
よ
う
に
加
工
さ
れ
、
遊

び
半
分
で
覗
か
れ
る
こ
と
が
ど
れ

ほ
ど
に
屈
辱
的
な
こ
と
で
あ
る
の

か
を
一
度
想
像
し
て
ほ
し
い
。

　

我
々
は
イ
ス
ラ
ム
国
の
洗
脳
を

避
け
る
た
め
、
そ
し
て
な
に
よ
り

殺
さ
れ
た
人
々
を
こ
れ
以
上
辱
め

な
い
た
め
に
も
、
常
に
情
報
を
取

捨
選
択
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

実
地
的
な
取
り
組
み
を
行
え
な

い
我
々
が
、
イ
ス
ラ
ム
国
の
問
題

に
関
わ
れ
る
こ
と
は
そ
う
多
く
な

い
。
戦
地
へ
向
け
て
物
資
や
金
銭

の
寄
付
を
行
う
。
歴
史
背
景
や
国

際
情
勢
、
戦
地
で
お
こ
る
真
実
と

い
っ
た
、
本
質
の
情
報
を
掴
み
、

自
分
の
考
え
を
発
信
す
る
。
せ
い

ぜ
い
そ
ん
な
と
こ
ろ
だ
。
で
き
る

こ
と
の
少
な
い
現
状
で
、
我
々
は

せ
め
て
イ
ス
ラ
ム
国
が
広
げ
よ
う

と
し
て
い
る
狂
気
の
渦
を
少
し
で

も
食
い
止
め
る
努
力
を
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

第２回

「ダブルチャレンジ制度」「ダブルチャレンジ制度」

スーパーグローバル大
学選定を受けて導入さ
れる新施策

①「ダブルチャレンジ制度」

②「協定に基づく海外派
遣学生数日本一」

③「国連・国際機関等へ
のゲートウェイ創設」

④「国際通用性のある質
保証システムを構築」

⑤「ガバナンス改革による
総合的マネジメント実現」
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学
生
生
活
で
た
く
さ
ん
旅
行

が
し
た
い
と
思
う
学
生
は
多

い
。
そ
ん
な
学
生
に
ぴ
っ
た
り

な
の
が
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
部

だ
。

　

ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
部
で
は
、

一
番
の
行
事
で
あ
る
春
・
夏
合

宿
、
ほ
か
に
も
他
大
学
の
ユ
ー

ス
ホ
ス
テ
ル
部
と
の
交
流
行

事
、
子
ど
も
キ
ャ
ン
プ
な
ど

様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

部
長
の
土
居
奈
苗
さ
ん
（
社
・

３
）
は
、「
一
緒
に
旅
を
す
る

だ
け
あ
っ
て
、
や
は
り
部
員
同

士
の
仲
が
と
て
も
良
く
ア
ッ
ト

　

本
学
が
誇
る
「
関
西
学
院
グ

リ
ー
ク
ラ
ブ
」（
以
下
、グ
リ
ー

ク
ラ
ブ
）
は
、
日
本
で
初
め
て

の
男
声
合
唱
団
と
し
て
の
長
い

伝
統
を
持
っ
て
お
り
、
毎
年
全

国
コ
ン
ク
ー
ル
１
位
を
か
け
て

し
の
ぎ
を
削
っ
て
い
る
、
本
学

の
名
門
ク
ラ
ブ
で
あ
る
。
入
学

式
や
卒
業
式
と
い
っ
た
学
院
の

行
事
で
は
、
必
ず
と
言
っ
て
良

い
ほ
ど
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
演
奏

が
披
露
さ
れ
る
。
ま
た
、
老
人

ホ
ー
ム
や
企
業
か
ら
の
依
頼
を

ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
な
の
が
こ
の
部

の
魅
力
で
す
。
特
に
先
輩
後
輩
間

で
の
仲
が
と
て
も
良
く
、
私
も
新

歓
に
行
っ
た
と
き
は
誰
が
先
輩
か

分
か
な
ら
か
っ
た
ほ
ど
で
す（
笑
）

そ
の
反
面
で
毎
週
行
わ
れ
る
会
議

に
は
全
員
参
加
す
る
な
ど
メ
リ
ハ

リ
を
つ
け
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

メ
イ
ン
と
な
る
春
・
夏

の
合
宿
で
は
い
く
つ
か

の
コ
ー
ス
の
中
か
ら
自

分
の
行
き
た
い
場
所
を

選
べ
る
の
で
、
自
分
に

合
っ
た
旅
を
楽
し
め
る

と
思
い
ま
す
。
合
宿
で

は
、
と
き
に
は
10
日
以
上
す
る
こ

と
も
あ
り
、
安
く
て
充
実
し
た
旅

が
で
き
る
の
は
う
ち
の
部
活
な
ら

で
は
の
特
権
で
す
！
」
と
語
る
。

ま
た
、
新
入
生
に
向
け
て
「
ユ
ー

ス
ホ
ス
テ
ル
部
で
は
、
学
生
の
う

ち
に
し
か
出
来
な
い
素
敵
な
体
験

が
た
く
さ
ん
で
き
る
の
が
最
大
の

魅
力
で
す
。
旅
が
好
き
な
人
、
自

然
が
好
き
な
人
、
少
し
で
も
興
味

の
あ
る
人
は
ぜ
ひ
、
気
軽
に
部
室

に
来
て
く
だ
さ
い
！
」と
語
っ
た
。

に
関
す
る
す
ご
過
ぎ
る
話
ば
か
り

聞
い
て
い
た
の
で
尻
込
み
し
た

が
、
友
達
や
先
輩
に
恵
ま
れ
、
部

の
雰
囲
気
が
良
か
っ
た
の
で
入
部

を
決
め
た
」
と
語
る
。

も
の
の
、
明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
持

つ
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
人
に

は
、
ぜ
ひ
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
を
訪
れ

て
ほ
し
い
。
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

余
す
こ
と
な
く
ぶ
つ
け
ら
れ
、
努

ユースホステル部
年間スケジュール

２月　春合宿

４月　新歓

６月　若葉行事

８月　夏合宿
　　　オープンキャンプ

10月　後期交換会

11月　新月祭での出店
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劇
研
究
部
劇
団
狸
寝
入
は
、
脚

本
や
大
道
具
、
小
道
具
の
製
作
、

音
響
や
照
明
の
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
な

ど
、
一
か
ら
演
劇
を
作
り
上
げ
、

そ
れ
を
公
演
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
部
活
動
で
あ
る
。
稽
古
は
週

４
回
と
少
し
忙
し
い
が
、
年
４
回

あ
る
舞
台
全
て
に
関
わ
ら
な
く
て

は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な

く
、
自
分
の
予
定
に
合
わ
せ
て
、

参
加
す
る
か
否
か
を
選
ぶ
こ
と
が

で
き
る
。

　

部
活
紹
介
に
あ
た
っ
て
、
劇
団

狸
寝
入
部
長
の
山
本
サ
ー
モ
ン
こ

と
山
本
久
瑠
実
さ
ん
（
商
・
３
）

に
お
話
を
聞
い
た
。
ま
ず
劇
団
狸

寝
入
の
特
徴
に
つ
い
て
、
山
本
さ

ん
は
「
本
学
に
は
他
に
も
い
く
つ

か
の
演
劇
に
関
す
る
団
体
が
あ
り

ま
す
が
、
自
分
た
ち
で
脚
本
を
作

る
こ
と
が
で
き
る
の
は
劇
団
狸
寝

入
だ
け
で
す
」
と
話
す
。
役
者
志

望
で
な
く
と
も
、
創
作
が
好
き
な

人
に
は
大
変
嬉
し
い
特
徴
だ
ろ

う
。
ま
た
役
者
志
望
の
人
に
つ
い

て
も
「
基
本
的
に
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ

ン
は
行
わ
な
い
の
で
、
出
演
し
た

い
と
思
っ
た
ら
必
ず
出
演
で
き
ま

　

応
援
団
総
部
は
指
導
部
、
吹
奏

楽
部
、
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部
の
三
部

で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
今
回
は
、

す
」
と
の
こ
と
だ
。
も
ち
ろ
ん
、

照
明
や
音
響
と
い
っ
た
裏
方
専
門

の
活
動
も
可
能
だ
。

　

舞
台
発
表
に
至
る
ま
で
に
は
、

い
く
つ
か
の
過
程
を
踏
む
。
最
初

は
企
画
会
議
だ
。こ
の
会
議
で
は
、

次
に
予
定
さ
れ
て
い
る
舞
台
の
脚

本
案
を
各
々
提
出
し
合
い
、
ど
れ

が
よ
い
か
を
決
め
る
。
次
に
役
者

た
ち
に
よ
る
稽
古
が
始
ま
る
。
期

間
は
二
ヶ
月
だ
。
そ
れ
と
並
行
し

て
、
裏
方
担
当
は
舞
台
上
に
設
置

す
る
大
道
具
の
作
成
、
照
明
や
音

響
の
準
備
を
行
う
。
本
番
一
週
間

前
に
な
る
と
、「
仕
込
み
」
と
呼

ば
れ
る
期
間
に
入
る
。
こ
の
期
間

で
は
、
実
際
の
舞
台
と
な
る
旧
学

生
会
館
マ
マ
上
ホ
ー
ル
に
場
所
を

移
し
て
稽
古
が
行
わ
れ
る
。
そ
の

後
、
本
番
前
日
に
リ
ハ
ー
サ
ル
が

行
わ
れ
、
そ
し
て
い
よ
い
よ
本
番

を
迎
え
る
。

　

山
本
さ
ん
に
劇
団
狸
寝
入
の
魅

力
に
つ
い
て
尋
ね
た
。
ま
ず
山
本

さ
ん
は
「
部
員
が
皆
仲

良
し
で
あ
る
こ
と
」
を

挙
げ
た
。「
先
輩
や
後

輩
と
い
っ
た
関
係
を
あ

ま
り
意
識
す
る
必
要
が

な
く
、
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム

な
雰
囲
気
で
す
」
と
話

す
山
本
さ
ん
自
身
も
、

入
部
し
た
理
由
の
一
つ

が
こ
の
雰
囲
気
の
良
さ
だ
っ
た
そ

う
だ
。
ま
た
「
演
劇
を
自
分
た
ち

の
手
で
作
り
上
げ
る
と
い
っ
た
活

動
は
、
大
学
生
の
間
で
し
か
で
き

な
い
こ
と
で
す
。
そ
の
中
で
将
来

に
活
き
る
よ
う
な
様
々
な
ス
キ
ル

を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
」
と
も
話
し
た
。

　

劇
団
狸
寝
入
に
つ
い
て
話
す
中

で
、
山
本
さ
ん
は
「
忙
し
い
け
ど

大
変
充
実
し
た
日
々
が
送
れ
ま

す
」
と
語
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
学

生
生
活
を
望
む
学
生
は
、
４
月
に

行
わ
れ
る
新
入
生
歓
迎
公
演
を
見

に
行
く
こ
と
を
お
す
す
め
す
る
。

公
演
後
に
は
、
新
入
生
向
け
に
体

験
稽
古
が
行
わ
れ
る
た
め
、
部
の

雰
囲
気
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で

き
る
だ
ろ
う
。

劇団狸寝入
年間スケジュール

４月　新入生歓迎公演

６月　２回生実験公演

８月　合宿

10月　新入生デビュー公演

12月　３回生引退公演

劇団狸寝入 基本情報

活動場所　旧学生会館2F劇研究部部室

活動日時　週４回

部員数　10人

連絡先　gekidantanukineiri@gmail.com

行
っ
て
い
る
。
応
援
団
と
聞
く

と
、
練
習
が
厳
し
い
イ
メ
ー
ジ
が

あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
平
日
の

Gallery

部長の土居奈苗さん

指導部副団長の中西峻之さん

部長の手島さん（左）と、人事の余田さん（右）
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憧

抗

蒔

轟

履

受
け
て
外
部
演
奏
を
行
う
等
、

活
動
範
囲
は
全
国
に
及
ん
で
い

る
。

　

し
か
し
、
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
は

決
し
て
合
唱
経
験
者

ば
か
り
の
集
ま
り
で

は
な
い
。
入
部
時

に
、
部
員
の
５
割
が

音
楽
未
経
験
者
で
、

７
割
が
合
唱
未
経
験

者
だ
っ
た
そ
う
だ
。

自
身
も
高
校
ま
で
は

サ
ッ
カ
ー
を
し
て
い

た
と
い
う
人
事
の
余

田
壮
さ
ん
（
経
・
４
）

は
「
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ

　

新
入
生
に
向
け
て
、
部
長
の
手

島
理
志
さ
ん
（
文
・
４
）
は
「
大

学
に
入
っ
た
か
ら
に
は
何
か
を
し

た
い
と
い
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
あ
る

力
、
苦
楽
を
共
に
す
る
中
で
一
生

の
友
達
を
見
つ
け
ら
れ
る
の
が
グ

リ
ー
ク
ラ
ブ
で
す
」
と
力
強
く

語
っ
た
。

Gallery

グリークラブ年間スケジュール

４月　新歓 （BBQ、 花見、 体験練習）

６月　東西四連＠東京

８月　BBQ

10月　グリークラブフェスティバル、
　　　関西コンクール

11月　全国コンクール＠長崎

12月　クリスマス

２月　リサイタル＠東京、 兵庫

グリークラブ 基本情報
活動場所　グリークラブホール（社会学部棟の裏）

活動日　火・木:18-20時

　　　　土：14-16時

部　員　100名

連絡先　手島理志

　　　　tadashi@kwansei.ac.jp

箪

凌

涛

履

そ
の
中
か
ら
指
導
部
を
紹
介
し
た

い
。

　

指
導
部
は
、
本
学
体
育
会
の
応

援
活
動
や
、
学
外
の
依
頼
活
動
な

ど
を
行
っ
て
い
る
。
入
学
式
な
ど

で
も
応
援
活
動
を
行
っ
て
い
る
の

で
、
新
入
生
の
皆
さ
ん
も
既
に
な

じ
み
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

指
導
部
の
魅
力
は
ど
こ
に
あ
る

の
だ
ろ
う
か
。
指
導

部
副
団
長
の
中
西
峻

之
さ
ん
（
教
・
４
）

は
、「
応
援
活
動
は

見
返
り
が
な
い
が
、

選
手
の
力
に
な
っ
て

い
る
、
誰
か
の
た
め

に
な
っ
て
い
る
と
実

感
で
き
る
の
が
魅
力

だ
」
と
話
す
。

　

ま
た
、
練
習
で
は

ラ
ン
ニ
ン
グ
や
筋
力

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
応

援
歌
の
練
習
な
ど
を

練
習
は
昼
休
み
の
み
な
の
で
、
バ

イ
ト
な
ど
と
両
立
す
る
こ
と
も
可

能
だ
。
ま
た
、
大
学
に
な
っ
て
か

ら
応
援
活
動
を
始
め
た
部
員
が
ほ

と
ん
ど
な
の
で
、
や
る
気
が
あ
れ

ば
入
団
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
も

魅
力
の
一
つ
で
あ
る
。

　

新
入
生
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
点

に
つ
い
て
中
西
さ
ん
は
「
大
学
に

指導部 年間スケジュール

４月　幹部交代式、 新歓、 春の応援活動

５月　そんなあなたを応援します

６月　応援活動

７月　応援活動

８月　オープンキャンパスでのパフォーマンス

９月　秋の応援活動、 連盟祭

10月　応援シーズン

11月　総部祭

入
っ
て
、
何
か
一
つ
の
こ
と
を
や

り
遂
げ
た
い
、
自
分
を
変
え
た

い
、
成
長
し
た
い
と
感
じ
て
い
る

人
は
、
ぜ
ひ
指
導
部
の
門
を
叩
い

て
み
て
く
だ
さ
い
」
と
語
っ
た
。

指導部 基本情報
活動場所　本学食堂BIGママ前プラザ

活動日　月曜日から金曜日の昼休み

部　員　10名

連絡先　中西　峻之

　　　　bzb10888@kwansei.ac.jp

Gallery

の
肥
前
愛
美
さ
ん
（
文
・
３
）
は
、

「
速
記
は
マ
イ
ナ
ー
で
す
が
、
日
常

で
と
て
も
役
に
立
つ
ス
キ
ル
で
す
。

例
え
ば
、
私
は
話
す
ス
ピ
ー
ド
が

速
い
先
生
の
授
業
で
速
記
の
技
術

を
活
用
し
て
い
ま
す
。
速
記
で
は
、

多
く
の
文
章
を
読
む
の
で
、
日
本

語
力
の
向
上
に
も
つ
な
が
り
ま
す

よ
」
と
話
す
。

　

部
内
で
の
最
大
の
目
標
は
、
毎

年
11
月
に
行
わ
れ
る
全
日
本
大
学

速
記
競
技
大
会
で
優
勝
す
る
こ
と

だ
そ
う
で
、
そ
の
た
め
に
日
々
練

習
に
励
ん
で
い
る
と
い
う
。
昨
年

部
長
を
務
め
た
中
村

一
斗
さ
ん
（
神
・
４
）

は
大
学
生
か
ら
速
記

を
始
め
、
去
年
の
大

会
で
全
国
２
位
と
い

う
成
績
を
残
し
た
。

速
記
は
努
力
を
す
れ

ば
、
上
達
で
き
る
ス

キ
ル
で
あ
り
、
全
国

優
勝
も
夢
で
は
な
い
。

　

速
記
研
究
部
は
学
年
関
係
な
く

仲
が
良
く
、
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰

囲
気
を
も
つ
。
長
期
休
暇
に
は
Ｏ

Ｂ
、
Ｏ
Ｇ
が
練
習
を
見
に
来
て
く

れ
る
ほ
ど
、
卒
業
し
て
も
繋
が
り

の
深
い
部
活
だ
。

　

大
学
に
入
り
新
し
い
こ
と
を
始

め
た
い
学
生
、
ま
た
役
に
立
つ
ス

キ
ル
を
身
に
付
け
た
い
学
生
に
も

お
す
す
め
で
あ
る
。

速記研究部
年間スケジュール

４月　新歓

６月　確定新歓、 学生大会

８・９月　強化練習・夏合宿

10月　新人戦

11月　全日本大学速記競技大会

12月　クリスマスパーティ

２・３月　追コン・強化練習

２月　リサイタル＠東京、 兵庫

　

速
記
研
究
部
は
速
記
と
い
う

特
殊
な
文
字
や
記
号
を
使
用
し

て
言
葉
を
簡
略
し
、
早
く
正
確

に
書
き
記
す
練
習
を
し
て
い
る
。

　

普
段
の
活
動
は
週
２
回
ほ
ど

で
、
自
分
の
都
合
が
良
い
空
き

コ
マ
や
５
限
の
時
間
帯
な
ど
に

練
習
で
き
る
。
他
の
団
体
に
所

属
し
た
り
、
バ
イ
ト
や
勉
強
な

ど
の
両
立
を
し
た
り
し
や
す
く
、

多
く
の
部
員
が
速
記
以
外
に
も

様
々
な
こ
と
に
打
ち
込
ん
で
い

る
と
い
う
。

　

入
部
し
た
全
て
の
部
員
が
速

記
未
経
験
者
な
の
で
、
初
心
者

で
も
上
達
す
る
こ
と
が
出
来
る

よ
う
な
サ
ポ
ー
ト
体
制
が
整
っ

て
い
る
。
ま
た
、
年
に
３
回
外

部
で
は
速
記
技
能
検
定
も
行
わ

れ
て
お
り
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
が

し
や
す
い
環
境
が
用
意
さ
れ
て

い
る
。

　

速
記
の
魅
力
に
つ
い
て
部
長

　

新
聞
総
部
は
文
化
系
の
部
活

動
の
活
動
紹
介
、
学
内
の
様
々

な
イ
ベ
ン
ト
や
式
典
な
ど
、
関

学
に
関
わ
る
様
々
な
情
報
を
学

生
に
向
け
て
発
信
し
て
い
る
。

　

定
例
会
議
は
毎
週
金
曜
日
。

新
聞
作
成
の
打
合
せ
会
議
が
行

わ
れ
て
い
る
。
記
事
の
作
成
や

取
材
な
ど
の
主
な
仕
事
は
各
自

で
行
う
こ
と
が
多
い
た
め
、
他

の
部
活
に
比
べ
て
融
通
が
利
き

や
す
い
。
多
く
の
部
員
が
バ
イ

速記研究部 基本情報
活動場所　新学生会館　３階
　　　　　　　　　　　速記研究部部室

活動日　空コマや平日の５限の時間帯

部員数　50人

連絡先　mnm.xxx.iron@softbank.ne.jp

ト
や
サ
ー
ク
ル
な
ど
と
両
立
し
な

が
ら
活
動
を
続
け
て
い
る
。

　

新
聞
記
者
や
編
集
者
な
ど
マ
ス

コ
ミ
系
の
就
職
を
志
す
学
生
が
多

く
、
将
来
の
目
標

に
向
け
て
日
々
文

章
力
や
レ
イ
ア
ウ

ト
デ
ザ
イ
ン
の
セ

ン
ス
を
磨
い
て
い

る
。
神
戸
新
聞
や

ラ
ジ
オ
関
西
な
ど

と
関
わ
る
機
会
も

新聞総部 年間スケジュール

１月、 ３月　新聞発行

４月　新歓

５月　新聞発行

７月　総会　新聞発行

８月　夏合宿

９月、 11月　新聞発行　OB会

12月　総会

多
い
た
め
、
マ
ス
コ
ミ
企
業
へ
の

就
職
を
希
望
す
る
学
生
は
一
度
足

を
運
ん
で
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
。

新聞総部 基本情報
活動場所　新学生会館３階

活動日　毎週金曜日

　　　　　18:40～20:30

部　員　13名

連絡先　梶浦佑太

　　　　kgpress2009@yahoo.co.jp
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た
。
こ
の
事
件
に
つ
い
て
「
キ
リ
ス
ト
教
国
家
と

イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
対
立
が
問
題
で
あ
る
に
も
関
わ

ら
ず
、
ユ
ダ
ヤ
教
徒
が
巻
き
込
ま
れ
て
い
る
。
反

ユ
ダ
ヤ
主
義
が
現
代
に
も
別
の
か
た
ち
で
起
こ
っ

て
し
ま
う
の
は
と
て
も
怖
い
」
と
語
っ
た
。

　

先
生
が
大
学
に
進
学
す
る
頃
、
フ
ラ
ン
ス
哲
学

は
活
気
に
溢
れ
て
い
た
と
い
う
。
そ
の
よ
う
な
時

代
の
中
で
フ
ラ
ン
ス
哲
学
を
勉
強
し
て
お
か
な
く

て
は
い
け
な
い
、
と
考
え
専
攻
す
る
こ
と
に
し
た

そ
う
だ
。
大
学
、
院
と
合
わ
せ
て
11
年
間
も
研
究

を
続
け
た
。
そ
の
う
ち
２
年
半
は
フ
ラ
ン
ス
の
ス

ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
に
留
学
を
し
た
。

　

先
生
は
大
学
時
代
を
「
楽
し
か
っ
た
」
と
振
り

返
る
。
専
門
課
程
で
は
少
人
数
、
時
に
は
一
対
一

の
授
業
も
あ
り
、
濃
い
勉
強
が
出
来
た
と
い
う
。

「
勉
強
に
楽
し
さ
、
面
白
さ
を
見
つ
け
る
こ
と
は

大
切
だ
。
自
発
的
に
勉
強
を
し
て
、
分
か
っ
た
時

の
達
成
感
を
体
験
し
て
ほ
し
い
。
そ
の
た
め
、
何

か
や
り
た
い
こ
と
を
見
つ
け
て
一
生
懸
命
に
な
っ

て
ほ
し
い
」
と
学
生
に
助
言
し
た
。

　

今
回
取
材
し
た
の
は
法
学
部
の
上
田
和
彦
先
生

で
あ
る
。
専
攻
は
フ
ラ
ン
ス
思
想
。
キ
リ
ス
ト
教

の
絶
対
性
が
揺
ら
ぎ
、
民
主
主
義
が
進
展
し
て
い

く
な
か
で
、
何
を
基
に
し
て
社
会
的
紐
帯
を
築
く

べ
き
か
と
い
う
問
題
が
、
思
想
史
に
お
い
て
繰
り

返
し
現
れ
る
。
こ
の
問
題
に
そ
れ
ぞ
れ
の
や
り
方

で
取
り
組
む
、
ブ
ラ
ン
シ
ョ
、
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
、
ナ

ン
シ
ー
、
ラ
ク
ー
＝
ラ
バ
ル
ト
の
議
論
を
検
討
す

る
こ
と
を
主
な
研
究
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
ユ
ダ

ヤ
人
哲
学
者
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
に
つ
い
て
研
究
す
る
う

ち
に
、
ユ
ダ
ヤ
人
大
量
虐
殺
に
つ
い
て
思
想
史
的

に
勉
強
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。「
ユ
ダ
ヤ

人
の
イ
メ
ー
ジ
が
作
ら
れ
た
の
は
い
つ
ご
ろ
か
、

ど
う
し
て
迫
害
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
、
現
代
を
生

き
る
我
々
は
知
っ
て
お
か
な
く
て
は
い
け
な
い
」

と
話
し
た
。

　

先
生
は
最
近
勃
発
し
て
い
る
イ
ス
ラ
ム
過
激
派

の
問
題
に
対
し
て
も
危
惧
し
て
い
る
。
２
０
１
５

年
１
月
９
日
に
パ
リ
に
あ
る
ユ
ダ
ヤ
食
品
専
門

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
人
質
事
件
が
起
こ
っ

フランス思想から世界を見る

関学ヒストリア関学ヒストリア
「旌忠碑」

関学ヒストリア

戦
争
と
平
和
に
つ
い
て

考
え
る
き
っ
か
け
に

旌忠碑　年表

1939年　学院創立五十周年の記念
式に際し、旌忠碑の定礎
式を挙行

1940年　旌忠碑の除幕式を挙行

1961年　多くの同窓の願いにより、
旌忠碑の手入れを実施

1965年　戦没者追悼式典が旌忠碑
の前で礼拝形式で実施

	 （４年間のみ）

2001年　旌忠碑に関する資料『旌
忠碑』を作成、旌忠碑の
プレート設置

アガサ・クリスティ

　

推
理
小
説
と
い
え
ば
、
江
戸
川

乱
歩
、
東
野
圭
吾
や
伊
坂
幸
太
郎

と
日
本
国
内
に
は
多
く
の
有
名
な

ミ
ス
テ
リ
ー
作
家
が
い
る
。
そ
し

て
も
ち
ろ
ん
海
外
に
も
優
れ
た
ミ

ス
テ
リ
ー
作
家
は
多
く
存
在
す

る
。
そ
し
て
彼
ら
の
小
説
は
、
映

画
や
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
な
ど
様
々
な

形
で
映
像
化
さ
れ
て
お
り
、
小
説

　

今
回
は
、
西
宮
上
ケ
原
キ
ャ
ン

パ
ス
中
央
講
堂
東
側
の
広
場
に
あ

る
旌
忠
碑
に
つ
い
て
紹
介
し
た

い
。
こ
の
碑
は
現
在
の
私
た
ち
に

20
世
紀
当
時
の
時
代
風
潮
を
伝
え

る
も
の
で
あ
る
。

　

20
世
紀
は
「
戦
争
の
世
紀
」
と

呼
ば
れ
、
言
わ
ず
も
が
な
日
本

も
こ
の
時
代
の
渦
中
に
あ
っ
た
。

本
学
か
ら
も
多
く
の
学
生
や
卒

業
生
が
戦
地
に
赴
き
、
そ
こ
で

没
す
る
者
も
出
た
。
そ
ん
な
中
、

１
９
３
７
年
と
１
９
３
８
年
の
二

度
に
わ
た
り
本
学
は
同
窓
戦
没
者

の
慰
霊
祭
を
行
い
、
学
生
会
や
同

窓
会
と
諮
り
あ
っ
て
、
合
同
で
慰

霊
と
鎮
魂
の
意
を
込
め
、
旌
忠
碑

の
建
立
を
計
画
し
た
。
学
院
創
立

五
十
周
年
式
典
が
挙
行
さ
れ
た

１
９
３
９
年
10
月
に
定
礎
式
が
実

施
、翌
年
２
月
に
碑
は
完
成
し
た
。

碑
に
は
、
日
清
戦
争
以
降
、
尊
い

命
を
戦
地
に
終
え
た
同

窓
１
６
９
名
の
氏
名
が

刻
ま
れ
て
い
る
。

　

「
旌
忠
」
と
は
、
国

家
に
対
す
る
忠
義
を
顕

彰
す
る
こ
と
を
意
味

し
、
碑
の
背
面
に
あ
る

碑
文
に
は
、
自
己
を
絶

対
的
正
義
の
立
場
に
置
い
て
他
者

を
討
つ
意
味
を
持
つ
中
国
古
典
の

語
句
、
ま
た
神
武
天
皇
の
東
征
故

事
を
述
べ
る
『
日
本
書
紀
』
の
一

説
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
碑
の
前

面
に
は
、
神
武
東
征
を
象
徴
す
る

八や

咫た

烏が
ら
すの
図
像
が
配
置
さ
れ
て
お

り
、
こ
れ
ら
は
、
当
時
の
時
代
を

色
濃
く
反
映
し
て
い
る
た
め
、
戦

後
の
碑
の
ふ
さ
わ
し
い
あ
り
方
が

何
度
か
検
討
さ
れ
た
。

　

同
窓
戦
没
者
へ
の
哀
悼
の
意
を

表
わ
す
と
同
時
に
、
色
々
な
形
で

被
害
を
蒙
っ
た
人
々
へ
の
悔
悟
と

自
戒
の
念
を
持
っ
て
思
い
を
馳
せ

る
意
が
、
こ
の
碑
に
は
こ
も
っ
て

い
る
。
こ
の
碑
に
名
が
刻
ま
れ
た

私
た
ち
の
先
輩
を
忘
れ
る
こ
と
な

く
、
今
日
の
平
和
に
感
謝
す
る
と

同
時
に
、
戦
争
と
平
和
の
現
代
的

意
味
に
つ
い
て
も
考
え
て
み
た

い
。

うえだ　かずひこ

1990年　東京大学教養学部教養学科卒業

2002年　東京大学大学院人文社会系研究科博士号（文学）取得

2003年　本学法学部専任講師就任

2004年　本学法学部助教授就任

2008年　本学法学部教授就任

上 

田  

和 

彦

法
　

学
　

部

教
　

　
　

授

に
興
味
が
な
く
て
も
こ
れ
ら
を
機

に
原
作
を
読
ん
で
み
よ
う
と
す
る

人
も
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

　

今
回
紹
介
す
る
の
は
『
オ
リ

エ
ン
ト
急
行
の
殺
人
（
原
題
：

M
urder on the Orient 

Express

）』
で
あ
る
。
本
作
は

「
ミ
ス
テ
リ
ー
の
女
王
」
と
呼
ば

れ
た
イ
ギ
リ
ス
の
ミ
ス
テ
リ
ー
作

家
ア
ガ
サ
・
ク
リ
ス
テ
ィ
の
代
表

作
で
あ
る
。
２
０
１
５
年
の
新
春

に
舞
台
を
日
本
の
昭
和
初
期
に
置

き
換
え
た
翻
案
作
品
と
し
て
映
像

化
さ
れ
、
再
び
注
目
を
集
め
た
作

品
と
も
い
え
る
。

　

物
語
は
名
探
偵
ポ
ア
ロ
が
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
帰
途
に
つ
く
た

め
に
乗
車
し
た
オ
リ
エ
ン
ト
急
行

の
一
等
車
両
で
起
き
た
殺
人
事
件

か
ら
始
ま
る
。
被
害
者
で
あ
る
富

豪
ラ
チ
ェ
ッ
ト
の
死
体
に
は
12
か

所
の
刺
し
傷
が
あ
り
、
現
場
に
は

燃
や
さ
れ
た
手
紙
が
あ
っ
た
。
大

雪
で
列
車
は
立
ち
往
生
し
て
い
た

た
め
、
ポ
ア
ロ
は
容
疑
者
を
一
等

車
両
の
乗
客
に
絞
り
込
ん
だ
が
、

彼
ら
の
ア
リ
バ
イ
は
互
い
に
補
完

さ
れ
て
い
た
。

　

困
惑
し
な
が
ら
も
、
名
探
偵
ポ

ア
ロ
は
事
件
の
真
相
を
導
き
出

し
、
乗
客
た
ち
に
２
つ
の
解
答
を

提
示
す
る
。
最
終
的
に
ポ
ア
ロ
は

ど
ち
ら
の
解
答
を
選
ぶ
の
か
、
ぜ

ひ
読
ん
で
確
認
し
て
み
て
は
ど
う

だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
物
語
は
犯
行
の
ト
リ
ッ
ク

も
見
ど
こ
ろ
で
あ
る
が
、
犯
行
動

機
に
隠
さ
れ
た
背
景
に
描
か
れ
る

家
族
の
絆
や
人
情
は
感
動
的
な
も

の
で
あ
る
。
普
段
推
理
小
説
に
興

味
関
心
が
無
い
人
で
も
こ
の
作
品

は
読
み
や
す
く
楽
し
め
る
も
の
と

な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
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冬
の
住
宅
街
に
は
、誰
一
人
と
し
て
見
当
た
ら
な
い
。
寒
い
と
縮
こ
ま
っ

て
視
線
が
下
が
る
。
私
は
誰
も
い
な
い
通
り
を
た
だ
一
人
、
地
面
を
踏
み

し
め
る
よ
う
に
し
て
歩
い
て
い
た
。

「
こ
ん
に
ち
は
」

　

ふ
と
そ
ん
な
声
が
し
て
、
私
は
視
線
を
前
へ
と
起
こ
す
。
そ
こ
に
は
、

小
学
校
低
学
年
ぐ
ら
い
の
男
の
子
が
立
っ
て
い
た
。

　

そ
の
子
は
こ
ん
な
に
も
寒
い
と
い
う
の
に
、
な
ん
と
半
袖
半
ズ
ボ
ン
と

い
う
い
で
た
ち
を
し
て
い
る
。
い
く
ら
子
供
は
風
の
子
、
と
言
っ
て
も
、

こ
れ
は
さ
す
が
に
薄
着
過
ぎ
な
い
だ
ろ
う
か
。
私
が
そ
う
思
っ
て
い
る
と
、

そ
の
子
は
私
の
考
え
を
察
し
た
か
の
よ
う
に
口
を
開
い
た
。

「
僕
は
、
夏
か
ら
来
た
ん
だ
」

「
夏
か
ら
？
」

　

こ
の
子
は
い
っ
た
い
何
を
言
っ
て
い
る
ん
だ
ろ
う
。
も
し
か
し
て
、
か

ら
か
わ
れ
て
る
の
か
な
。
で
も
、
な
ぜ
だ
か
疑
う
気
に
は
な
れ
な
か
っ
た
。

「
そ
う
な
ん
だ
。
ず
い
ぶ
ん
遠
い
と
こ
ろ
か
ら
来
た
ん
だ
ね
」

　

私
は
自
然
と
、そ
う
答
え
て
い
た
。
す
る
と
そ
の
子
は
こ
く
り
と
頷
い
た
。

「
寒
そ
う
な
カ
ッ
コ
し
て
る
ね
」

「
う
ん
。
本
当
に
寒
い
よ
」

　

私
は
羽
織
っ
て
い
た
フ
ー
ド
つ
き
コ
ー
ト
を
脱
ぐ
と
、
そ
の
子
の
肩
に

か
け
て
や
っ
た
。
や
は
り
サ
イ
ズ
が
大
き
く
て
、
裾
が
思
い
っ
き
り
地
面

に
着
い
て
い
る
。

「
あ
り
が
と
う
、
お
姉
さ
ん
。
お
姉
さ
ん
は
優
し
い
ね
」

「
そ
ん
な
寒
そ
う
に
し
て
る
子
が
い
た
ら
、
あ
っ
た
か
い
服
着
せ
て
あ
げ
る

の
は
当
然
で
し
ょ
」

　

ふ
と
少
し
風
が
吹
い
て
、
冷
た
い
空
気
が
セ
ー
タ
ー
越
し
に
伝
わ
っ
て

く
る
。

「
や
っ
ぱ
り
、薄
着
だ
と
冷
え
る
ね
。
い
か
に
も
冬
っ
て
感
じ
。
君
も
寒
か
っ

た
で
し
ょ
？
」

「
そ
う
だ
ね
。
で
も
僕
は
今
、
冬
を
感
じ
た
け
ど
な
あ
」

「
え
っ
？
」

「
だ
っ
て
、す
ご
く
あ
っ
た
か
い
も
ん
。
夏
に
は
こ
ん
な
も
の
、無
か
っ
た
よ
」

「
そ
っ
か
。
君
っ
て
、
面
白
い
ね
」

「
ふ
ふ
っ
。
僕
、
こ
の
コ
ー
ト
気
に
入
っ
ち
ゃ
っ
た
」

　

そ
う
言
っ
て
、
そ
の
子
は
く
る
り
と
一
回
転
し
て
み
せ
た
。

　

こ
の
子
と
話
し
て
い
る
と
、
な
ん
だ
か
不
思
議
な
感
じ
が
す
る
。
そ
も

そ
も
実
際
の
男
の
子
が
、
大
人
の
女
の
人
の
こ
と
を
お
姉
さ
ん
と
呼
ぶ
だ

ろ
う
か
。
そ
う
思
っ
て
い
る
と
、
そ
の
子
が
ま
た
口
を
開
い
た
。

「
ね
え
、
お
姉
さ
ん
」

「
何
？
」

「
も
う
す
ぐ
春
が
来
る
よ
」

「
そ
う
な
の
？
」

「
う
ん
。
そ
れ
で
、
そ
の
次
は
夏
」

「
さ
す
が
に
気
が
早
く
な
い
？
」

「
そ
う
か
も
ね
。
で
も
、
も
う
す
ぐ
だ
よ
」

　

こ
ん
な
小
さ
い
子
で
も
、
時
の
流
れ
の
速
さ
を
感
じ
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
。
私
は
ふ
と
、
遠
く
の
景
色
に
目
を
や
る
。

「
夏
が
来
た
ら
、
き
っ
と
ま
た
会
え
る
ね
」

「
え
っ
？
」

　

私
は
視
線
を
下
に
戻
す
。
そ
こ
に
は
、
そ
の
子
の
姿
は
も
う
な
か
っ
た
。

　

私
は
し
ば
ら
く
ボ
ー
っ
と
立
ち
尽
く
し
て
い
た
け
ど
、
し
ば
ら
く
し
て

ふ
と
我
に
返
っ
た
。

「
あ
っ
、
私
の
コ
ー
ト
…
…
！
」

　

私
は
た
だ
一
人
、
誰
も
い
な
い
通
り
を
歩
く
。

　

夏
が
来
て
、も
し
ま
た
あ
の
子
に
会
え
た
ら
。
も
し
か
し
た
ら
、私
の
コ
ー

ト
を
着
て
現
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
っ
て
、
真
冬
に
あ
ん
な
カ
ッ
コ
し

て
た
子
だ
か
ら
。
そ
の
時
は
、
あ
の
コ
ー
ト
を
返
し
て
も
ら
お
う
。

　

私
は
視
線
を
前
に
向
け
る
。
辺
り
は
ち
ら
ほ
ら
と
雪
が
降
っ
て
い
る
。

不
思
議
と
、
そ
こ
ま
で
寒
い
気
は
し
な
か
っ
た
。

　今回のK.G.studioは部室だよりとK.G. 
PEOPLEです。部室だよりでは総部放送局の
局長、石野太一さんに、K.G.PEOPLEでは関
学自主映画製作委員会で活躍している中村建
二郎さんにお話を聞きました。

新
聞
総
部
（
以
下
、
新
）：
総
部

放
送
局(

以
下
、
局)

は
普
段
ど
の

よ
う
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
か
。

石
野
さ
ん
（
以
下
、
石
）：
局
は
、

ア
ナ
ウ
ン
ス
、
ド
ラ
マ
、
技
術
、

報
道
、
そ
し
て
僕
が
所
属
し
て
い

る
制
作
の
５
つ
の
研
究
部
に
分
か

れ
て
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
春

学
期
は
火
曜
日
と
木
曜
日
の
週
２

回
の
練
習
。
秋
学
期
は
学
祭
の
時

期
に
開
催
さ
れ
る
屋
外
イ
ベ
ン
ト

や
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
大
学
放
送
コ
ン
テ

ス
ト
に
向
け
て
の
映
像
制
作
を

行
っ
て
い
ま
す
。

新
：
な
る
ほ
ど
！
そ
う
言
え
ば
、

も
う
す
ぐ
局
主
催
の
部
活
紹
介
イ

ベ
ン
ト
、
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
Ａ

Ｂ
Ｃ
が
行
わ
れ
ま
す
よ
ね
。
新
聞

総
部
も
部
活
紹
介
の
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
さ
せ
て
頂
け
る
と

　

今
回
紹
介
す
る
の
は
、
全
関
学

自
主
映
画
製
作
委
員
会
（
以
下
、

全
関
映
）
で
活
躍
し
て
い
る
中
村

建
二
郎
さ
ん
（
経
・
３
）
だ
。

　

中
村
さ
ん
は
も
と
も
と
映
画
に

興
味
を
持
っ
て
い
た
そ
う
で
、
大

学
入
学
後
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
一
員

と
し
て
活
躍
し
て
い
た
傍
ら
、
映

画
関
係
の
サ
ー
ク
ル
を
見
て
回
っ

た
の
だ
と
い
う
。
そ
し
て
、グ
リ
ー

と
の
兼
部
も
可
能
で
、「
映
画
を

撮
っ
て
み
た
い
」
と
い
う
あ
こ
が

れ
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
の
出
来
る

全
関
映
の
メ
ン
バ
ー
に
加
わ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
本
学
に
は
全
関
映

の
他
に
も
映
画
研
究
部
が
あ
る
が

両
者
の
違
い
は
何
だ
ろ
う
か
？
中

村
さ
ん
に
よ
る
と
、
映
画
作
品
を

観
て
そ
れ
に
つ
い
て
論
評
す
る
の

が
映
画
研
究
会
の
主
な
活
動
な
の

に
対
し
て
、
全
関
映
は
作
品
を
自

分
た
ち
で
作
っ
て
上
映
す
る
こ
と

に
重
き
を
置
い
て
い
る
の
だ
と
い

う
。「
自
分
が
見
た
い
と
思
う
映
画

を
撮
れ
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の

下
、
日
々
メ
ン
バ
ー
た
ち
が
作
品

作
り
に
汗
を
流
し
て
い
る
の
だ
そ

う
だ
。「
映
画
を
通
し
て
自
分
の
夢

を
作
り
上
げ
る
こ
と
が
出
来
る
」

と
中
村
さ
ん
は
話
す
。

　

こ
れ
ま
で
い
く
つ
も
の
作
品
制

作
に
か
か
わ
っ
て
き
た
中
村
さ
ん
。

こ
れ
ま
で
に
一
番
印
象
に
残
っ
て

い
る
場
面
に
つ
い
て
聞
く
と
「『
夜

の
傷
』
と
い
う
作
品
を
作
っ
た
と

き
に
、
授
業
の
合
間
に
大
教
室
で

撮
影
を
し
た
場
面
が
あ
っ
た
。
授

業
の
合
間
な
の
で
多
く
の
学
生
が

い
る
な
か
で
堂
々
と
、
そ
し
て
一

生
懸
命
に
撮
影
す
る
先
輩
方
の
、

映
画
に
対
す
る
真
摯
な
姿
勢
に
感

動
し
た
こ
と
が
一
番
の
思
い
出
」

と
話
し
た
。

　

そ
し
て
、
全
関
映
は
映
画
を
撮

る
だ
け
の
サ
ー
ク
ル
で
は
な
い
と

も
中
村
さ
ん
は
語
っ
て
い
る
。
例

え
ば
、
毎
年
１
回
行
わ
れ
て
い
る

関
西
学
生
映
画
祭
に
も
参
加
し
、

他
大
学
と
合
同
撮
影
会
を
行
っ
た

り
結
び
つ
き
を
強
め
た
り
し
て
い

る
そ
う
だ
。
ま
た
、
３
月
に
新
た

に
行
わ
れ
る
地
域
振
興
イ
ベ
ン
ト

「
大
甲
東
宴
」
へ
の
参
加
も
挙
げ

ら
れ
る
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
甲

東
園
駅
周
辺
の
地
域
を
再
び
活
気

づ
け
、
町
の
良
さ
を
再
確
認
し
て

も
ら
お
う
と
企
画
さ
れ
た
イ
ベ
ン

ト
で
、
全
関
映
も
イ
ベ
ン
ト
が
行

わ
れ
る
ま
で
の
様
々
な
過
程
を
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
と
し
て
撮

影
し
て
い
く
の
だ
と
い
う
。
中
村

さ
ん
も
「
地
域
と
の
つ
な
が
り
を

再
確
認
で
き
る
い
い
機
会
で
、
僕

自
身
も
楽
し
み
に
し
て
い
る
」
と

話
し
て
い
る
。

　

最
後
に
中
村
さ
ん
は
「
映
像
を

使
っ
て
何
か
を
伝
え
る
、
作
り
出

お
伺
い
し
て
い
ま
す
。

石
：
そ
う
で
す
よ
ね
。
実
は
こ
の

イ
ベ
ン
ト
は
今
年
度
か
ら
始
め
る

取
り
組
み
な
の
で
す
。

新
：
え
っ
、
そ
う
な
の
で
す
か
！

石
：
は
い
。
関
学
に
実
在
す
る
団

体
の
良
さ
を
紹
介
す
る
と
い
う
局

と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
と
同
時

に
、
局
の
知
名
度
の
向
上
も
図
ろ

う
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
お

昼
の
放
送
を
月
に
１
回
、
生
放
送

で
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
プ

ラ
ザ
で
ス
テ
ー
ジ
を
組
み
、
そ
こ

に
ゲ
ス
ト
を
呼
ん
で
行
う
の
で

す
。
そ
し
て
そ
れ
が
ス
テ
ー
ジ
で

見
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
校
内
中

に
も
放
送
さ
れ
ま
す
。

新
：
す
ご
い
で
す
ね
！
で
は
今
年

度
は
局
に
と
っ
て
改
革
の
年
に
な

る
訳
で
す
ね
。

石
：
そ
う
で
す
ね
。

新
：
局
の
雰
囲
気
は
ど
の
よ
う
な

感
じ
で
す
か
。

石
：
先
輩
と
後
輩
の
仲
が
と
て
も

良
く
、
楽
し
い
雰
囲
気
で
す
。
し

か
し
、
当
然
楽
な
部
活
動
で
は
な

い
の
で
忙
し
く
、
ま
た
、
校
内
唯

一
の
放
送
機
関
で
あ
る
た
め
責
任

も
伴
い
ま
す
。
局
は
そ
の
責
任
感

を
各
々
が
し
っ
か
り
持
っ
て
い

て
、
凄
く
良
い
雰
囲
気
だ
と
思
い

ま
す
。

新
：
部
員
は
や
は
り
マ
ス
コ
ミ
志

望
の
人
が
多
い
で
す
か
。

石
：
多
い
で
す
ね
。
特
に
ア
ナ
ウ

ン
ス
研
究
部
は
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に

な
る
こ
と
を
目
指
し
て
入
っ
て
き

て
い
る
人
が
多
く
、
卒
業
生
で
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
に
な
ら
れ
た
方
も
多

い
で
す
。
テ
レ
ビ
局
以
外
に
も
カ

メ
ラ
マ
ン
に
な
り
た
い
人
や
新
聞

社
で
働
き
た
い
と
い
う
人
が
い
ま

す
ね
。
僕
自
身
も
、
ラ
ジ
オ
局
で

働
き
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
入
局

し
ま
し
た
。

新
：
ラ
ジ
オ
は
以
前
か
ら
良
く
聴

い
て
い
た
の
で
す
か
。

石
：
は
い
。
高
校
の
時
か
ら
通
学

の
時
に
聴
い
て
い
て
楽
し
そ
う
だ

と
感
じ
て
い
ま
し
た
。

新
：
ラ
ジ
オ
局
で
ど
の
よ
う
な
仕

事
を
し
た
い
の
で
す
か
。

石
：
実
は
今
は
ラ
ジ
オ
局
で
は
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
て
（
笑
）

新
：
あ
っ
、
そ
う
な
の
で
す
か
！

石
：
局
で
は
こ
う
い
う
こ
と
は
あ

る
あ
る
な
の
で
す
（
笑
）
同
じ
メ

デ
ィ
ア
系
で
は
あ
る
の
で
す
が
、

雑
誌
を
読
む
こ
と
が
好
き
な
の
で

今
は
出
版
社
で
働
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

新
：
最
後
に
関
学
生
に
向
け
て
Ｐ

Ｒ
し
た
い
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

石
：
や
は
り
新
歓
祭
で
す
ね
。
新

入
生
に
は
特
に
来
て
欲
し
い
で

す
。
皆
さ
ん
、
是
非
４
月
６
日
に

開
催
さ
れ
る
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ

Ａ
Ｂ
Ｃ
に
お
越
し
下
さ
い
。

新
：
今
日
は
貴
重
な
お
話
を
ど
う

も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

中 

村 

建
二
郎 

さ
ん

全
関
学
映
画
制
作
委
員
会

♯
11
．

（
経
・
３
）

総部放送局
vol.12vol.12

人　　数：83人
創　年　部：1949年
活　　動：研究部や時期によって
　　　　　異なるが基本火、木
活動場所：新学生会館２階
　　　　　総武放送局部室
連　絡　先：fqz00046@kwansei.ac.jp
　　　　　局長 石野太一

総部放送局

　

総
部
放
送
局
の
局
長
、
石
野
太
一

さ
ん
（
社
・
３
）
に
話
を
聞
い
た
。

全関映
新入生歓迎会のお知らせ
４月７日 新歓撮影会
（新入生が撮影に参加できるチャンス‼）
４月11日 新歓花見
４月16、30日 新歓上映会
場所、詳細などは

HP zke1968.wix.com/zke2015
Twitter　@zke1969 石野太一さん（社・３）

『
冬
の
日
常
』

　
　
　
　
　
　
　

千
歳　

り
く
は

し
て
い
く
楽
し
み
を
全
関
映
で
味

わ
え
る
と
思
う
。
今
ま
で
は
出
来

な
か
っ
た
よ
う
な
こ
と
で
も
楽
し

ん
で
取
り
組
め
る
サ
ー
ク
ル
な
の

で
新
し
い
こ
と
に
取
り
組
ん
で
み

た
い
人
に
も
興
味
を
持
っ
て
ほ
し

い
」
と
話
し
、
４
月
に
行
わ
れ
る

新
歓
に
も
「
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ

い
」
と
呼
び
か
け
た
。

全関映 中村建二郎さん（経・３）写真中央
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2015年4月1日 関 西 学 院 大 学 新 聞 8下宿生と実家生のライフスタイル特集

　新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます！
新生活はどうお過ごしでしょうか。今回は下宿生と
実家生のライフスタイルについて取り上げました。
これを参考にして、充実した大学生活を送ってもら
えたらなと思います！

下宿生と実家生の
　　 ライフスタイル

　下宿はお金の面でも生活の
面でも親に負担や心配を掛け
てしまい、さらに家事全てを

自分でしなければならないた

め大変なこともありますが、
親の有り難みや、生活するこ
との大変さ等、一人暮らしを
しなければ気づけなかったこ

とが本当にたくさんありまし

た。私は、毎日行ってらっしゃ
い、お帰りなさいを言ってく

れる管理人さんや、マンショ
ンの友達とお互い助け合って
楽しく安全に暮らすことが出
来ている今の環境に、またそ
の環境を与えてくれている親
に本当に感謝しています。

１年間下宿暮らしを
してみて

良いところ 悪いところ
　生活術が嫌でも身に付くところだと思います。
洗濯、掃除、料理、時間の使い方等、全てを自分
で管理しなければならないため、本当にたくまし
くなります(笑)

　休日は基本的に一日中、結婚式場でアル
バイトをするか部活の大会がある時は参加
をしています。平日は勉強や部活に集中し

たいので、休日にアルバイトを頑張ってい
ます。

　良い点は家事をしなくてもよいとこ
ろと、ペットが飼えるところです。逆
に悪い点は友達を家に呼びにくく、両
親から様々なことに細かく注意される
ので、うるさいなと感じるところです。

　最大の目標は８月からアメリカに
行くので、それまでに英語力を向上
させることです。また、部活のスピー
チ大会で優勝をしたいと思っている
ので、今まで以上に練習に励むつも
りです。

　善は急げというように
やってみたいと思った
ら、すぐに行動に移すこ
とが大切です。大学生の
うちにやりたいことは全
てやりましょう！

　時間が無い時(テスト期間等)、家事に時間が取
られてイライラします。あと、友達の“家族でご飯”
というツイートを見たときや、帰省後1週間はやは
り寂しくなります(笑)

下宿生 谷内佑紀枝さん（法・２）の場合

実家生 本田達也さん（商・２）の場合

朝食 授業 昼食 授業 バイト

授業 昼休み 授業 部活

起床
６：00

出発
８：00 ９：00 12：40 13：30 15：00 17：00

帰宅
23：00

就寝
１：00

＋　　＝30分！

＋　　＝45分！
＋

授業はしっかり集中。
宿題は空きコマに!!

毎朝きちんと食べるよ！ 手作りのお弁当!! 家の掃除をするよ！
バイト前に
賄いを食べる！

阪急西宮ガーデンズ内の飲食
店でバイト中。賄いがあるの
が下宿生にとってありがたい!

休日の過ごし方 良いところ 悪いところ 春学期の目標 新入生へ一言

起床
７：00

出発
８：00 ９：00 12：40 13：30 18：20 21：00

帰宅
22：00 23：00

就寝
0：00

ドイツ語と英語の
単語の勉強をしているよ！

宿題や資格勉強を
するよ！

平日の昼休みに、
部活（E.S.S.）があるよ！
日本庭園で英語で
おしゃべり！

電車の中でノートを
見たりして時間は
有効活用！

空きコマにお昼ご飯を食べるよ！
オススメは
サンキューセット!!

犬とランニング

有名な人の
スピーチを見たり、
スピーチの練習を
しているよ！

色々なことに挑戦
しながら、具体的な夢を
見つけていきたい

です。

警察官や公務員等、
法律に関わる職に
就きたいです。

夢

夢

余裕を持って
登校！


